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市立秋田総合病院は、秋田市の官庁街に近い川尻地区に位置する100
年近い歴史のある病院です。市民が健やかに安心して生活できるために
政策医療（精神、結核、感染、緩和ケア、小児救急、救急など）を含め
た急性期医療を総合的に提供していく最新の施設と設備をそなえた病院
として、令和４年（2022年）10月１日眺めのいい地上13階の新病院に移
転しました。
１階には、各種支援・相談機能を一元化する「患者サポートセンタ－」
を設置し、１～３階の外来は、関連する診療科をまとめたブロック受付
となっております。６～ 12階の入院病棟は、診療科の特性を考慮しな
がら混合病棟を基本とし、中央のコア部分に「与薬準備室」「注射準
備室」「仮眠室」「カンファレンス室」「師長室」など集中して業務がで
きるように作業空間をまとめております。
移転時から、全病棟でナースコーナーを拠点としたセル看護提供方式®

を開始し、看護師の夜勤体制は、全部署で変則２交代制に移行しており
ます。１病棟60床、４つのナースコーナーを配置し、ナースコーナーに
10床用与薬カート、10床用注射カート、おむつカート、生体情報モニター
の波形確認ができるモバイル端末の配置、ナースコール連携のスマート
フォン、１人１台のノートパソコンとカートを配置し、「スタッフステー
ションに戻ることなく看護ができる＝患者の側で看護する」の実践を始
めました。旧病院で使用していたポータブルトイレ95個を廃棄し、新病
院では折りたたみポータブルトイレ２個のみ使用し、トイレ誘導を積極
的に行っています。
患者さまには、治療と療養環境のバランスをとりながら安心して入院
生活を送っていただくこと、看護師には、業務の効率化と人材育成のバ
ランスをとりながら働き続けられる職場環境にすることを目指し、市民
に必要とされる病院として時代の変化に対応した幅広い医療を提供し続
けるために、日々、業務改善に奮闘しています。

施  設  自  慢

看護部長　庄子　公子

シリーズ

市立秋田総合病院



新人ナース紹介

令和５年度２号　  看護あきた 2

私 は産科病棟に勤務しています。妊産婦期の経過は一人ひとり違い、様々な不
安を抱えて過ごしています。まだまだ声のかけ方や優先順位の判断に迷い、

力不足を感じる日々ですが、先輩方からの優しいサポートのおかげで、母性看護や
個別性のある支援についての学びを深めることができています。
また、妊婦さんからは「新人さんも赤ちゃんと一緒に成長してるね。いつもあり
がとう。」と声をかけて頂き、自分の成長と共に患者さんと信頼関係が構築されたと感じ、助産師になって
よかったと思います。患者さんからも学ぶことが多く、元気を貰っています。
当院は総合周産期の役割を担っており、高度な助産技術や知識が求められます。自己判断する力を高め
ることができるように、先輩から学び、専門的な知識を深めていきたいと思います。また、患者さんが思
い描く妊産婦期を過ごせるように寄り添い、信頼される助産師を目標にして頑張りたいと思います。

秋田赤十字病院　成田　陽香助産師

看 護師として働き始め、４か月が経ちました。当たり前ではありますが、学
生時代の実習のように一人の患者さんにゆっくり向き合う時間は限られて

おり、複数の患者さんを同時に看る状況で時間の使い方に悩む毎日です。その中
でも一人ひとりの全体像を把握して個別性のある看護を提供することが非常に重
要だと感じています。同じ疾患を持つ人でも症状の出方や感じ方は人それぞれで
あり、観察項目も異なります。まだまだわからないことも多く、先輩から多くのことを学びながらアセ
スメントや検査・処置の介助を行っています。
７月からは夜勤も始まり、自分ができることが増えてきて成長していると実感するとともに責任も感
じています。今後の目標は、正しい知識をもって安全・安心な看護を提供できる看護師になりたいと考
えています。患者さんが不安のまま入院生活を送ることがないようにわかりやすい言葉で説明し、患者
さんが相談しやすい関係性を築けるように精進していきたいです。

大館市立総合病院　工藤　晴香看護師

採 用が決まり横手病院の看護師となった時から、毎日看護師として働くことへ
の緊張と楽しみでいっぱいでした。現在では働き始めて４ヶ月となりました

が、学生時代に学んできた知識と現在の臨床現場での体験がつながった瞬間に、感
動するとともに自分の技術不足や看護師としての経験の浅さに悔しさや辛さを感じ
ることもありました。そんな時は先輩方や病棟スタッフの方々が優しく支えて指導
してくださったおかげで毎日楽しく業務を覚えつつ、必要な看護技術や専門知識を身につけることができ
ています。今では看護師として成長していけることに日々楽しさを感じています。
今はまだまだ未熟で、看護師としても病院の職員としても不慣れな点が多く、自分の行う看護に自信
を持てていないと感じます。私は患者さん一人ひとりに寄り添った個別性のある看護の提供を目指して
いるため、患者さんにとって安楽な看護ができるように一つ一つ学びと知識を蓄えていきたいと思って
います。また、病棟や病院全体でも新人のために様々な学びや経験を積む機会をたくさん与えてくださ
るので、それらに最大限に応えられることを目指し、自分が目標とする看護が自信を持って提供できる
よう頑張りたいと思います。

市立横手病院　伊藤　友理看護師
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かづの厚生病院
鹿角地区支部　支部長　田口　玲子

秋田赤十字病院
秋田臨海地区支部　支部長　佐藤　由夏

鹿角地区支部

地区支部活動について

昨年度まで、新型コロナウィルス感染症の影響で、計画してい
た行事が中止となり思うような活動は出来ませんでした。今年度
の地区支部活動はコロナ禍以前通りの開催を予定し、看護の日、
高校生への出前授業、ふれあい看護体験、旬食フェスタでのPR
活動、交流会、看護研究発表・講演会を行います。特に交流会は
４年ぶりの開催となり、秋田内陸線と森吉山ゴンドラ空中散歩の
日帰りバス旅行を計画しています。心身のリフレッシュと会員同
士の親睦を深める機会になる事を期待しています。また、活動を
通して地域への貢献、看護職の啓蒙活動を進めていきたいと考え
ています。会員の皆様のご協力をお願いいたします。

地区支部活動について

４年ぶりにふれあい看護体験を開催しました。直前の大雨災害で
開催が危ぶまれましたが、全施設で予定通り実施できました。災害
対応の大変な中でお引き受けくださった施設様、また予定通り参加
できるよう調整くださった先生やご父兄の皆様に感謝申し上げま
す。
参加した中・高生の満面の笑顔に、受入れ先の病院・当地区支部
の担当者は、これまでのコロナや災害対応の苦労が一気に吹き飛ぶ
ほど癒されました。近い将来、看護職の仲間として一緒に働ける日
が楽しみです。
地区支部懇談会では、オンライン診療・医療的ケア児の退院支援・
災害対応について活発な情報交換をしました。今後も、地域におけ
る看護職の役割を果たしていけるよう取り組んでまいります。

鹿角地区支部

秋田臨海地区支部

地区支部懇談会

ふれあい看護体験

地区支部活動報告
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No.38

安全情報
医療・看護安全委員会　引用：一般社団法人 日本医療安全調査機構

医療事故調査制度とは
◦�医療事故調査制度は、平成26年６月18日に成立した、医療法の改正に盛り込まれた制度です。
　制度施行は平成27年10月１日です。
◦��医療事故が発生した医療機関において院内調査を行い、その調査報告を民間の第三者機関（医療事故調査・
支援センター）が収集・分析することで再発防止につなげるための医療事故に係る調査の仕組みです。
◦�本制度の目的は、医療の安全を確保するために医療事故の再発防止を行うことであり、責任追及を目的と
したものではありません。

医療事故調査制度に関する法令

この機会に所属先の医療事故報告体制を再確認してみてはいかがでしょうか？

医療事故調査制度について

医療事故調査等支援団体
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羽後町立羽後病院
湯沢・雄勝地区支部　支部長　小野　洋子

地区支部活動について

令和５年度の最初の事業は新旧役員合同での「まちの保健室」でした。
ここ数年コロナ感染症の為行われておらず、４年ぶりに「道の駅う
ご端縫いの郷」での開催となりました。
今年度は看護協会のマスコット「かんごちゃん」をお披露目するこ
とができました。血圧測定、体脂肪測定の他に県内の看護学校のパン
フレットを配布したり、協会ホームページ内の「きらり看護のお仕事」
のDVDを施設内の大画面で上映したり看護をアピールしてみました。
道の駅うごは蕎麦が大変人気で行列ができます。蕎麦の順番を待ち
ながらDVDに目を向けてくれる方もいらっしゃいました。地域のみ
なさんにもっと看護を知ってもらえたらという思いの半日でした。

湯沢・雄勝地区支部

医療機関は、医療事故の判断を含め、
医療事故の調査の実施に関する支援
を、医療事故調査・支援センター又
は医療事故調査等支援団体に求める
ことができます。
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秋田県
ナースセンターニュース 秋田県ナースセンターは、秋田県から委託を受けて看

護職の人材確保を目指して、就労促進、復職支援等の
事業を行っています。

2015年10月から努力義務として始まった看護職の届出登録制度について、居住地別の登録者数をグラ
フにしました。県北、県南に登録者が少ないのがわかります。地域に必要な看護職確保のため、登録者を
増やしナースセンターから研修の情報提供や就業相談に努力してまいりますので、登録をお願いします。

2 届出登録情報

1 研修会開催報告（6月～ 8月）

１）大館市・秋田市・横手市で開催した復職支援実技研修の報告
フィジカルアセスメント、認知症、感染対策について、就業を希望

する看護職、介護福祉施設等で勤務する看護職を対象に、県北・県央・
県南の専門・認定看護師を講師として開催しました。

開催日 地　区 研修内容 会　場 参加者数

６月27日（火） 秋田市 フィジカルアセスメント：　
―急変時の観察と看護のポイント―

秋田大学医学部附属病院
シミュレーション教育センター 15名

７月12日（水） 大館市 フィジカルアセスメント：　
―急変時の観察と看護のポイント― 大館市立総合病院 ８名

７月28日（金） 秋田市 ①認知症高齢者への看護　―食事・睡眠への援助－
②感染対策　―手指消毒の基本、個人防護具の着脱― にぎわい交流館AU ①６名

②６名

８月４日（金） 横手市 フィジカルアセスメント：　
―急変時の観察と看護のポイント― 秋田県立衛生看護学院 ５名

８月８日（火） 横手市 ①認知症高齢者への看護　―食事・睡眠への援助－
②感染対策　―手指消毒の基本、個人防護具の着脱― 秋田県立衛生看護学院 ①５名

②４名

２）ナースセンターミニ講座開催報告
ファイナンシャルプランナー・キャリアコンサルタント津田宏美氏

を講師として１時間の講座を３回開催しました。

開催日 研修内容 会　場 参加者数

６月14日（水）「保険の基礎知識」 にぎわい交流館AU ７名

７月４日（火）「社会保険の基本と年金制度」 にぎわい交流館AU 13名

８月23日（水）「職場復帰におけるキャリア・ライフプラン」 にぎわい交流館AU ２名

詳細は届出専用サイト
「とどけるん」又は
秋田県ナースセンター窓口へ！
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居住地別届出登録者数（2023年度末）

秋田県ナースセンター研修案内

９月以降の研修案内は
秋田県看護協会
ホームページの

ナースセンターから
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 事務局からのお知らせ 
Information

令和５年度開催事業のご案内

11.8 水 
10:00～12:30

産後ケアについて
■助産師職能集会
◦講師　 合同会社たんぽぽプロジェクト

作佐部紀子
能代厚生医療センター
工藤佐智子

◦会場　５階第１研修室
◦対象　 助産師他 20名
◦締切　 10/25（水）

11.16 木  13:00～16:00

在宅・福祉施設領域で働く看護職集まれつながろう!!
～地域の看護力の見える化と最適化をめざして～
■看護師職能Ⅱ集会
◦講師　 情報提供４名　　◦会場　５階第１研修室
◦対象　 在宅・施設領域（訪問看・介護施設・診療所・地域包括支援センター

等）における看護管理者および看護職（会員・非会員）30名程度
◦締切　10/30（月）

11.21 火  13:00～16:00

新任期保健師の交流会
■新任期保健師の集いの場（交流会）
◦会場　５階第１研修室
◦対象　 おおむね５年以内の保健師
　　　　（会員・非会員）20名
◦締切　11/７（火）

11.9 木  13:00～16:00

病院看護職に求められる病院
と地域をつなぐ看護力
■看護師職能Ⅰ集会
◦講師　 公益社団法人秋田県看護協会
　　　　専務理事 吹谷由美子氏、

シンポジスト３名
◦会場　５階第１研修室
◦対象　 病院看護師（主任相当以上）、

准看護師（会員・非会員）50名
◦締切　10/20（金）

11.10 金  13:00～16:00

ヘルシーワークプレイス推進研修
～看護職が働き続けられる職場をめざして～
■看護労働環境改善委員会
　看護職員の労働安全衛生研修
◦講師　 きのね心の健康クリニック
　　　　院長　沓澤佳子氏
◦会場　５階第１研修室
◦対象　 病院・施設などで働く看護

師（会員・非会員）50名
◦締切　 10/19（木）

今年度第２号の「看護あきた」を無事に発行することができました。今後も魅力ある広報を作れるように努力して
いきたいと思っております。さて今年度の第１号より「看護あきた」では「ちょっと一息」のコーナーで会員の皆様の
普段の過し方を紹介しております。皆様の中で普段の活動を広報で紹介をしたいという方がおりましたら、秋田県看護
協会広報委員へ投稿をお待ちしております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記：広報委員　一ノ関　郁也）

編集
後記

参加費
無料

※概要を知りたい方は、当協会ホームページ（https://www.akita-kango.or.jp/）を
ご覧ください。ホームページにアクセスできない方は、当協会にご連絡ください。

理事会だより
第１回  　令和５年５月26日（金）　秋田県看護協会 第一研修室

１議　　事

１）令和４年度事業報告（案）原案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［承認］
２）令和４年度末における特定資産の積立について（案）・・・・・・・・・・［承認］
３）令和４年度決算報告（案）（監査報告）原案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［承認］
４）令和６年度秋田県看護協会通常総会の日程について・・・・・・・・・・・［承認］
５）令和５年度地区支部役員の承認について　原案・・・・・・・・・・・・・・・・［承認］
６）令和５年度職能・常任委員会委員の選任について　原案・・・・・・［承認］

２協議事項

１）日本看護協会への要望について
２）令和５年度秋田県看護協会通常総会の運営、進行シナリオについて

３報告事項

１）日本看護協会理事会報告
２）・会長（代表理事）、専務理事・常務理事（業務執行理事）の職務執行

状況報告
３）「まちの保健室」の開設について
４）トルコ地震に対する寄付について

第２回  　令和５年６月21日（水）　秋田県看護協会 第一研修室

１議　　事

１）副会長等の役員の選定について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［承認］
２）会長臨時代理の選定について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［承認］
３）常務会の構成員の選任について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［承認］
４）認可庁に提出する事業報告等について　原案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［承認］
５）補正・収支予算書（案）について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［承認］

２協議事項

１）各理事の行事等担当について
２）manaable（研修一括管理システム）の導入について

３報告事項

１）令和５年度秋田県看護協会及び日本看護協会行事・事業日程について
２）秋田県看護協会事務局組織図等について
３）令和５年度ふれあい募金事業に係る社会福祉施設等の選定について
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